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要 旨:本 論文 は、 フランス19世 紀 の小説家 ギ ュス ター ヴ ・フロベールの 『ボ ヴァ リー夫人』 を取

り上 げ、 同作 品にお ける登場人物 の心象世界 が、 テ クス トにおけ る 「青」 の抽写 によ って どのよ

うに表現 されて いるかを分 析 し、「青 」 の持つ役割 と意 味を解明す る ことを 目的 と して いる。 な

お、本稿 では、 とくに、登場人物 の身体表象、登場人物 を取 り巻 く風景描写 や道具立 てにおけ る

「青」 に着 目 して考察 を行 った。

主人公であ るエ ンマの心象世界 における 「青」 は、夫 の シャルル との関係において は 「嫌悪感」、

愛人 の ロ ドルフや レオ ンとの関係 にお いては 「幸 福感」 と結 びついてお り、『ボ ヴ ァリー夫人』

にお ける色彩描写 の 「青」 は、単 に色 を表現 す るだけでな く、 テ クス トの細部 に配置 され、登場

人物 の心理状態 を表現 す るための ツール とな り、物語 の展 開に説得 的かつ効果 的な役割 を果 た し

てい る。 また、風景 や道具立 てに付与 された 「青」 は、登場人物 によ って異 な る意味 を持 つ。 た

とえば、 エ ンマに とっては 「自由」 や 「幸福」、 ロ ドルフにとって は 「規範」 と 「策略」、 レオ ン

に とっては 「自由」 と 「規範」 い う二律背反 的(ア ンビバ レン ト)な 意 味づけであ る。 つま り、

フロベールは、物語 の展 開をス トー リーで描 いただけでな く、登場人物 たちの 「青」 に対 す る意

味づ けの相違 によ って も表現 してい るといえ るのではないだろ うか。
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は じめに

本論 文で は、 フ ランス19世 紀の作家 ギ ュス ターヴ ・フロベール1の 著書 『ボ ヴ ァリー夫人」2を

取 り上 げ、 同作 品の中で使 われてい る青 い色彩 によ って、登場人物 の心象世界 が どのよ うに表現

*Madame　 Bovaryの テ ク ス トに は 、 ア ル ベ ー ル ・チ ボ ー デ(Albert　 Thibaudet)と ル ネ ・デ ュ メ ニ ル

(Rene　 Dumesnil)編 集 に よ る プ レイ ア ッ ド版 全集 の 第1巻 を 用 い、 引 用 は そ の頁 の み を記 す。(OEuvres

completes　 de　Gustave　 Flaubert,"Bibliotheque　 de　la　Pleiade",　 Gallimard,5vols,1983.)な お、 テ ク

ス トに記 した下 線 は、 筆 者 に よ る強 調 で あ る。



されてい るかを考察 し、『ボヴ ァリー夫人』 における 「青」 の持つ役割 と意味 を検討す る。

『ボ ヴァ リー夫人』 は、結婚生活 の単調 さと夫 の凡庸 さに幻滅 した主人公 エ ンマ ・ボ ヴァ リー

が、満 た されない結婚生活 の中で さまざまな苦悩 や葛藤 を経験 し、倫落 の恋 に落 ちてい く物語 で

あ る。 エ ンマの苦 しみはス トー リーの中で語 られてお り、一読 すれば読者 は容易 にエ ンマの苦悩

を知 ることがで きる。 しか しなが ら、 「フロベールの作 品 は、 ス トー リーその もの よ りも、細部

の描写 によ って成立 してい る」3と も評 されてい る。 それな らば、物語 の内容 か らだけでな く、 テ

クス トの細部 に描かれた表象か らもエンマの心象世界 を見 ることが可能 なので はないか。 そ こで、

本稿 では、 『ボヴ ァリー夫人」 における表象 の中で も、「青」 とい う色 に着 目してみたい。

まず、筆者 が、 テ クス ト分析 の中で も 「色」 を取 り上 げたのは、文学作 品におけ る色彩描写 が

重要 な役割 を任 ってい ると考 え られ るか らであ る。読者 は視覚 を通 して登場人物 の感情 を知 り、

色 は登場人物 の心象世界 と一体化 して活 き活 きと した情景 を生 み出す4。 とくに、人間 の営 みを

写実主義 的に詳細 に記 そ うと試 みた 『ボ ヴァ リー夫人』 とい う作 品において、色彩描写 はその根

源 的な機能 を担 ってお り、 色 と登場人物 の心象世 界を考察す る うえで、『ボ ヴァ リー夫人』 は格

好 の題 材で ある。次 に、 筆者が、 と くに 「青」 とい う色 を取 り上 げたの は、『ボヴ ァリー夫人』

にお ける 「青」 が、物語 の展 開、登場人物 の心象世界 の描写 において、重要 な役割 を担 ってい る

と推察 したか らであ る。 た とえば、 エ ンマが関係 を結 んだ男 たち と最初 に出会 った時の服 の色、

エ ンマの身体描写、初 めて不倫 を した時の風景描写、愛人 と駆 け落 ちす る時 に使用 した馬車 の色、

エ ンマを破産 と自殺 に追 い込 んだ贅沢 な浪費物 に付与 された色、 エ ンマが 自らの命 を絶 つ時に使

用 した毒薬 の瓶 の色 な ど、 小説の展開 において、 重要 な意味 を持 つ道 具立て(小 道具)、 風景描

写、登場人物 の身体描写 の多 くが 「青」 で表現 されてい るのであ る。

現在 まで、『ボヴ ァリー夫人』 の研究 において、色 の表象 に着 目 した ものはい くつか ある。 た

とえば、 ウェナ ー ・ラム ツセ ン(WehnerRasmussen)は 、 『ボヴ ァリー夫人』 における 「青 白

い」(pale)と い う形容詞 のパ ター ンを分析 し、 「青 白い」 とい う表現 には、肯定 と否定 の両面 が

あ ることを指摘 してい る。 また、高井奈緒 は 「フロベールの小説 におけ る女性 の肌 の色 に関す る

考察 『ボ ヴァ リー夫人』、『感情教育』、『サ ランボー』 の場合」 において、 フロベールの3つ の著

作 の中で描かれた女性の肌 の色 と社会背景の考察 を行 っている。 しか し、両者 の考察の対象 とな っ

た 「青 白さ」 が、 『ボ ヴァ リー夫人』 の作 中で どのよ うな意味や役割 を持 って使用 され たか につ

いてのテイス ト分析 には、 さらな る研究 の余地 があ る。

その中 で、 フ ィ リップ ・ダ ンカ ン(Phillip.A.Duncan)は 、 『19世 紀 フ ランス研究』(Nine一

1Gustave Flaubert(1821-1880)以 後、 フロベールと記載する。

2原 題MadameBovary1856年 に雑誌に掲載され、1857年 に出版された。

3大 橋理恵著 「フロベールの書簡一作品への転換 一」『大分芸術文化短期大学研究紀要』33巻 、1995年 、

p.163。

4伊 原昭著 『色へのことばをのこしたい』、笠間書院、2011年 、p.9。



teenth-Century　 French　 Studies,1985)の 中 で、 『ボヴ ァリー夫人」 における 「緑」 と 「誘惑」

の関係 について分析 し、 テ クス トにおけ る 「緑」 の役割 と意 味を考察 す る興 味深 い論文 を発表 し

た。 しか しなが ら、 『ボヴ ァ リー夫人 』 における 「青」 の役割 に関 しては、 同 じような研究が い

まだな されていない。

　 そ こで、本稿 では、登場 人物の心象世界 と 「青」 の関係 を分析 し、 さ らに、「青」 の持つ意味

と役割 について考察 を行 い、 フロベールが 「青」 の中に何 を表現 しよ うとしたのかを明 らかに し

たい。 その際、 ミシェル ・パ ス トゥロー(Michel　 Pastoureau)の 『青の歴史』(Bleu.　 Histoire

d'une　 couleur)(松 村 恵理、松村剛訳、筑摩書房、2007年)を 補完的 に用いなが ら、『ボヴァ リー

夫人』 にお ける 「青」 の役割 と意 味について言及 す る。第1章 では、風景描写、道具立 て、身体

表象 に着 目して、 シャルル と 「青」 の関係 について考察 す る。次 に、第2章 では、 エ ンマ と1人

の不倫相手 であ るロ ドル フの間に見 られ る 「青」 のイメー ジの相違 を明 らかにす る。最後 に、第

3章 では、2人 目の不倫相手 の レオ ンとの関係 におけ る 「青」 のイメー ジが、恋愛 の初期 と、 エ

ンマが支配者 とな り、性役割(ジ ェンダー)が 変化 した恋愛後期 では どのよ うに異 な るのかにつ

いて見 てい きたい。

　 なお、 本稿 では、 コーパ スを用 い、 『ボヴ ァ リー夫人』 のテクス トに記 され た 「青」(bleu)、

「青 みが か った」(bleuatre)、 「青 くす る、青 くなる」(bleuir)、 「青 ざめ る ・青 くな る」(palir)

を抜 き出 し分析 を試 み る。本論文 では、 日本語 と して訳 出す る際、palirは 「青 白い」、　bleuirは

「青 くなる」 と区別 して記載す ることに した。

　第1章 　 シャルルと青 の世界

　 フロベ ール は、 シャルルに 「善良かつ凡庸」 という特性 を付与 してい る。『ボ ヴ ァリー夫人』

においては、 シャルルの平凡 さがエ ンマを苦 しめ ることにな ったのであ るが、 このよ うな シャル

ルの性質 を描 き出す際、 フロベールは 「青」 とい う色 を どのよ うに利用 して物語 の展 開に役立 て

たのだ ろう。第1章 では、 シ ャルルの視緑 が とらえ た重層的 な色彩描 写 に 「青」、 さ らには道具

立 てに付与 された 「青」 について分析 し、 シャルル との関係 におけ る 「青」 の役割 と意 味につい

て考察 す る。

　 1、 色彩描写 の重層性 にみ られ る 「青」

　　 シャルルはエ ンマに属 す る特性 の中で も、最 も特徴 的 と言 われてい る目を間近 に見 て、以下

　 のよ うに描写 してい る。

　　 彼女の中で一番美 しいもの。それは目だ。茶褐色なのだが、まつ毛のせいで黒く見えた。まなざしは、

　　 無邪気な大胆 さで、まっすぐに見据える目であった。(p.27)



こんなに近 くで見ると、妻の目は、瞬きをする時などはとりわけ大きく見える。影になると黒 っぽく、

明るいところでは濃い青色に、次々に色の層になって、奥の方はあくまでも濃く、エナメルのような

表面に近付 くにつれて、色は薄 くなっている。(p.45)

引用 が示 すよ うにエ ンマの無邪気 な視線 は子 どものよ うで もあ り、男 を じっと見据 え る目は

女性 としての規範 やマナーを逸脱 し`、 エロス的 な ものと結 びつ く可能性 を内包 して いる6。 つ

ま り、 エ ンマは無邪気 な子 どもらしさと挑発 的な大人 の女性 の視線 の両方 を持 ち合 わせてい る

ことが分か る。 また、 「影 にな ると黒 っぽ く、 明 るい ところで は濃 い青色 に、次々 に色 の層 に

な ってい る」 と描写 されてい るよ うに、本来、 エ ンマの 目の色 は茶褐色 であ るのに、 シャルル

には黒 や青 に見 え るため、 シャルルはエ ンマの 目の色 を特定 す ることがで きていない。子 ども

のよ うなあ どけな さと大人 のエ ロテ ィツクな視線 を同時に持 ち、 シャルルによ って本来 の色 と

は異 な る色彩 の重層性 で描写 され るエ ンマの 目は、両義性 と多面性 を持 ってい る。感受性 の乏

しい シャルルは、 そのよ うなエ ンマの 目の実体 を とらえ ることがで きない。 目の描写 とおな じ

よ うに、他 に も色彩描写 の重層性 で描写 されてい る個所 があ る。川 の流 れを示 す描写 であ る。

彼(シ ャルル)は 、よく窓を開いて肘をついた。ルアンのこの界隈を、醜悪な小ヴェニスのように見

せている川が、黄色、紫、または青に染まって、橋や鉄柵の間を流れていた。(p.22)

シ ャルルは、学生 の頃、 ルア ンに暮 らしていた。 そ こを流 れ る川 は、 ルア ンの街 の風景 を美

しい水の都 ヴェニスへ と変化 させ ずに、 「ignoble」(=汚 ら しい、醜悪 な)な 小 ヴェニスに変

えて しま った。 つま り、 ルア ンを汚 い小 ヴェニスのよ うに見 せてい る川 は 「贋物」 を生 み出す

ツール とも考 え られ る。 さらに、 その川 の色 は、本来、無色透 明であ るはずなのに、黄色 や紫

や青 な どの色彩 を与 え られ定 ま った色 を していない。

先 の引用 で述 べた通 り、 シャルルによ って知覚 されたエ ンマの 目も現実 の色 とは異 な る色彩

の重層性 で描 かれていた。先 ほどの川 の描写 も同様 で、本来 の色 とは異 な るさまざまな色彩 が

付与 されてい る。 目の色 の移 り変 わ りや川 の色 の重層性 に見 られ る共通色 は、 まさに 「青」 で
　 　 　 　 　 　

ある。 この二つの共通点 として、 シャルルが対象の本来の姿を把握せず、対象を自分の見たい
　 　 　 　 　

よ うに見 てい ることがあげ られ る。偽物 を作 り出す川、本物 とは異 な る目の色、移 ろ う色彩。

シャルルに とっての 「青」 は、実態 のない贋物 を描写 す る時に使用 され る色 であ り、実態 のな

い不確 かな印象 を読者 に与 えてい ると同時に、 シャルルの心象世界 におけ る揺 らぎや曖昧 さを

感 じさせてい る。

5小 山美沙子著 『7月 王政下のある女性用百科事典』(日 仏教育学会第3号 、1997年)に 、当時の女性に

求められたマナーやエチケットについての詳 しい記載がある。

6工 藤庸子著 『フランス恋愛小説論」(岩 波書店、1998年 、p.21)に 、「見ることは、対象に対する具体的

な情報を集めるだけでなく、 もっとエロス的なものと関わっている」 との指摘がある。



2、 エ ンマの身体描写 と 「青」 の関係

次 は、 シャルルがエ ンマの身体 を どのよ うに とらえ、 それが 「青」 とどのよ うに関連 す るの

かについて見 てい くことにす る。

ある日、彼(シ ャルル)は3時 頃に(エ ンマの家を)訪 ねてきた。みんな畑仕事に出ていた。彼は炊

事場に入っていったが、はじめはエ ンマのいるのが目につかなかった。(中 略)煙 突からさしこむ日

の光が、暖炉の蓋の煤をビロー ドのように見せ、冷たい灰を青 く照 らしていた。すると、エンマが窓

と暖炉の間で裁縫をしていた。あらわな肩の上に、細かい汗のしずくが見えた。(pp.33-34)

最 初 、 エ ンマは シャルルの 目に とま らない。 しば らくして、煙突 か らさしこむ薄 暗い光 に青

く照 らされ た灰 を背景 に、 シャル ルは裁縫 をす るエ ンマを発見 す る。 裁縫 は当時(現 在 も)、

女 の仕事 とみな され ていた。 シャルル は青 の光 に照 らし出 され、生 命 を失 った静物(nature

morte:死 ん だ 自然)と して の灰 を背景 に して初 めて、 女性の役割を担 い、裁縫 をす るエ ンマ

の姿 を見 いだ してい る。 この ことは、裁縫 をす るエ ンマが本来 の姿 ではない ことを暗示 し、本

来 の 自然 の姿 ではないエ ンマは 「漠然 とした曖昧な青」 とい うイメー ジで とらえ られ るのでは

ないだろ うか。

この 「曖昧な青」 に関 しては、 ミシェル ・パ ス トゥローの 『青 の歴史』 によ ると、青 は ロマ

ン主義 の代表 的な色 であ り、 ロマ ン主義運動 の終焉後 も、灰色 がか った青 は憂鯉 と悲 嘆の色 で

あ った という7。 さ らに、 シャルル とエ ンマが初 めて出会 った時 のエ ンマの服 は 「裾 に三段 の

ひだの付 いた青 いメ リノ服(robe　 de　merinos bleu)」 と描写 されて いる。 テクス トにはbleu

(=青)の 表記 しか ないが、再度パ ス トゥローによる と、当時、青 の染色 は難 しく、布 の繊維

に上手 く浸透 しない上、洗濯 と日光双方 の作用 です ぐに色 あせて しま う。高級 で良質 な素材 と

され るメ リノ生地 を染色 した場合 で も、 明 るい青 とい うよ りは、 くすんで灰色 がか って見 えた

とい う8。 おそ らく、 エ ンマの青 のメ リノ服 も くすんだ色 を して いたので はないか。

つま り、 シャルルがエ ンマを とらえた時の背景色 が、灰色 がか った青 であ った こと、 エ ンマ

とシャルルの最初 の出会 いの際の服 が(お そ らく)灰 色 がか った青色 であ った ことは、 エ ンマ

が シャルル と結婚 した後、絶 え間ない憂諺 と大 きな落胆 を感 じることの伏線 とな ってい るので

あ る。

3、 道具立 て としての 「青」 の持 つ意 味

次 は、 シャルル とテ クス トに記 された 「青」色 の道具立て(小 道具)に ついて見ていきたい。

7ミ シェル ・パス トゥロー(Michel Pastoureau)著 松 村恵理、松村剛訳 『青の歴史」、筑摩書房、2007

年、見開きの1ペ ージの 「ヴェルテルの燕尾服」の紹介文にからの引用。

8前 掲書、p.148。



シャルル とエ ンマが出会 ったきっかけは、エ ンマの父親で あるルオー じい さんが骨折 を し、 シャ

ルルに往診 の依頼が入 ったことである。その依頼の手紙 は青 い封筒 に入 っていた。そ して、 シャ

ルルがルオー じい さんの農場 に行 くと、青 いメ リノ服 を着 たエ ンマが シャルルを出迎 え る。 こ

れが二 人の最初 の出会 いであ る。青 い封筒 と青 い服。 出会 いの道具 立て と して、 「青」 は印象

的な イメー ジを持 って読者 の脳裏 に刻 まれ る。 しか し、 それ以外 に も、『ボ ヴァ リー夫人』 に

は、 ス トー リーの展 開に重要 な役割 を果 たす小道具 が多 く見 られ る。 シャルルに属 す る小道具

として、「帽子」「フロ ックコー ト」 な どはと くに有名 で、 多 くの研究対象 とな って きたが9、

ここでは シャルルの 「靴下」 に着 目してみたい。以下 は、物語 の冒頭部分、入学初 日の シャル

ルが登場 す る場面 であ る。

(シャルルは)ズ ボン吊りで、きつく吊り上げた淡黄色のズボンから、青靴下をはいた脚が覗いてい

た。磨きの悪い、鋲打ちの頑丈な靴を履いていた。(p.15)

い か に も頑丈 そ うな厚底 の靴 と青色 の靴下 が印象 的であ るが、 これ らは何 を意味 す るのか。

その問いに答 え るため、 テ クス トに記 された他 の青靴下 や厚底 の靴 の描写 を見 てみよ う。

田舎の女たちが長い列を組んでやってきた。青い靴下に平靴を履き、その傍を通ると牛乳の香 りがし

た。(p.148)

おずおずと一人の老婆が進み出た。足には頑丈な板底の靴をはき、腰の周りには大きな青い前掛けを

かけている。(p.161)

引用 に示 され た厚底 の靴 や青 い靴下 は、 「田舎」 「農業」 「武骨 さ」 を想起 させ る小道具 であ

ろ う。 エ ンマは田舎 を彷彿 とさせ る もの全 てを忌み嫌 っていた。 一つ 目の引用 の牛乳 の香 り1°

は、農家 の暮 らしが身体 に染 みついて離 れない ことを表 してい る。 シャルル と 「青」道具立 て

の関係 は、 田舎、農業、武骨 さな どが結 びついてお り、 その結果、 シャルルに対 す る嫌悪感 と

い うエ ンマの心象世界 を形成 してい る。

ここまで、 シャルル との関係 におけ る 「青」 の役割 と意 味を解 明す るため、色彩 の重層性、

9ア ルベール ・チボーデ(AlbertThibaudet1874-1936)は 、 フランスの高名な文芸批評家である。チボー

デは、著作 『ギュスターヴ ・フローベール』(戸 田吉信訳、法政大学出版局、2001年)の 中で 『ボヴァリー

夫人」における登場人物の細かな分析を行っており、その中で、シャルルの 「帽子」や 「フロックコー ト」

の分析がなされている。登場人物の考察に関 しては、「チボーデの論文を頂点 としている」 と考えるのが
一般的である。

10ト ニー ・タナーは 『姦通の文学」(高 橋和久、御輿哲也訳、朝 日出版、1986年)の 中で、Bovaryの 性 は、

Bouveau(去 勢 された牛)、Bouverie(乳 牛舎)の 二っの可能性があると示唆している。この説に従 うな

らば、エンマにとって、牛乳の香 りはシャルルを想起させ、より一層、嫌悪感をつのらせるものであった

にちがいない。



身体抽写、道具立 てに着 目してテ クス トを分析 して きた。川 の流 れやエ ンマの 目は、本来 の色

とは違 う色 の重層性 で表現 されてお り、 そ こに共通 して登場 す る 「青」 の色 は、実態 のない様

子 を表現 して いる。 シャルルが、(無 機物 である)灰 を青 く照 らした光 の中に しか エ ンマを見

つ けられなか った ことは、 シャルルがエ ンマの本 当の姿 を見 いだせない ことの表 れであ る。 ま

た、 シャルルが最初 の登場 の時に履 いていた靴下 の青 は、洗練 されていない無骨 な田舎 の表象

であ る。 エ ンマは田舎 や 自然 をひ どく嫌 っていたため、 田舎 を象徴 す る青靴下 をはいた シャル

ルがエ ンマか ら愛 され るはず もな く、 この ころは、 シャルルの最初 の登場 の時か ら計画 されて

いたのであろ う。

いずれにせよ、 シャルルの 「青」 は、 曖昧 さ、不確 か さ、偽物、武骨 さ、嫌悪感 な どと結 び

付 き、 つかみ どころのない漠然 とした青 の世界 を形成 してい る。 つま り、 シャルルの 「青」 の

世界 には、 マイナスの意 味 と役割 が与 え られてい るのであ る。

第2章 ロ ドルフとの関係 においてみ られる 「青」

第2章 では、 エ ンマの最初 の愛人 であ るロ ドル フとの関係 におけ る 「青」 の役割 と意 味につい

て、 『ボヴ ァリー夫人』 の時代背景で ある七月王政期 の社会規範 も考慮 に入れて考察 を行 いたい。

1、 エ ンマの身体描写 にお ける青 い色 と社会規範

まずは、 ロ ドル フが とらえたエ ンマの身体描写 と 「青」 の関係 について見 てい くことに しよ

う。以下 は、 ロ ドル フがエ ンマを初 めて見 た時の印象 であ る。

あの女はこちらの心の奥まで錐のように入ってくる目をしている。それにあの青白い色!お れは青白

い肌の女が大好きだ!(p.143>

エ ンマが、 シャルルに対 し 「ぐっと見据 え る目」 を していたよ うに、「錐 の ように心 の奥 ま

で入 って くる目」 とい う表現 は、 当時、見 られ る客体 で しかなか った女 が、見 る主体 に変 わ っ

てい ることを表 してい る11。 しか しなが ら、何 よ りもロ ドルフの興味 を引 き、「大好 きだ!」 と

さえ思 わせたのはエ ンマの青 白い肌 であ る。七月王政期 には、青 白い肌 は結核 な どの病気 と結

びつ き、儚 げで頼 りない女性の象徴 で もあ った12。結核 に蝕 まれ、青 ざめた女性た ちの肌 は死

を想起 させ、 ロマ ン主義 的で刹那 的な感傷 を喚起 し、男性 たちの興 味をひいた。 「女性=脆 弱」

とい う文化的な刷 り込 みがなされ、「弱 い女 は男性 の庇護 を受 けることで幸 せになれ る」 とい っ

た価値観 が形成 された。 このよ うな価値観 が男性優位社会 を生 み出 し、 その結果、女性 の社会

11小 倉孝誠著 『〈女らしさ〉はどう作られたのか」(法 蔵館、1999年)に 「見られる客体」 としてのエン

マの分析がなされている。

12女 性の身体 と病気 ・衛生との関係については、 アラン・コルバン著 小倉孝誠監訳 『身体の歴史II』、

藤原書店、2010年 に詳 しい記載がある。



的地位 は排 除 され、女性 たちは 自分 の居場所 を家庭 に限定 され るよ うにな ってい った。 このよ

うな社会 的な拘束 の影響 は、 とくに中産 階級 の女性 たちに向け られ、 中産 階級 の女性 たちは、

夫 を支 え、信心深 く、清楚 で、教養 のあ る妻 にな るよ う求 め られていた'3。

その ように考 える と、 遊び人の ロ ドル フがエ ンマの青 白い肌 に 目をつ けたのは、 「中産階級

の人妻」 というステ レオ タイプに惹かれたか らではないか。規範 の範疇 に留 まっていれば こそ、

ロ ドルフはエ ンマを愛 した。 ところが、エ ンマは、 その規範 を逸脱 し、 自由 にな ることを望む。

エ ンマが、家庭 も夫 も捨 てて駆 け落 ちを しよ うと提案 す ると、 エ ンマにステ レオ タイプ的な中

　 　 　

層 階級 の女性像 を望 んだ ロ ドル フの愛 は一気 に冷 めて しま う。 ロ ドル フは、 自分 が本 当に愛 さ

れてい ると知 ると、 エ ンマを人妻 としての枠組 みの中で しか愛 していなか ったため、 もはやエ

ンマに愛情 を感 じられな くな って しま った。 つま り、 ロ ドル フがエ ンマの身体 を知覚 す る時の

「青」 は、 男の庇護 を必要 とす る病気が ちで脆弱 な人妻 という、七月王政 期の保守的で男性優

位 の社会通念 をイメー ジしてい るのであ る。

2、 風景描写 の 「青」 に見 られ るエ ンマの恋 の喜 び

次 に ロ ドルフとの関係 において、「青」が どのよ うな エ ンマの心象風景 を形成 して いるかに

ついてみてい きたい。以下 は、 ロ ドル フがエ ンマを誘惑 した時のセ リフであ る。

エンマ 「でも、世間の考え通 りにし、世間の道徳に従 っていかねばなりません」

ロドルフ 「私たちをとりまくちっぽけな道徳、なれ合いの道徳、人間の道徳、(中 略)地 べたに低

く姦いている道徳。 しかし、一方でもう1つ の道徳、永遠の道徳があたり一面にあるので

す。高い所にあるのです。ちょうど私たちを取 り巻 く景色のように。私たちを照 らす青空

のように」(p.156)

引用 のよ うに不貞 を働 くことを逡巡 し、世 間の道徳 を守 ろ うとす るエ ンマ とは異 な り、 ロ ド

ル フは社会 が求 め る道徳 を否定 し、魂 の信 じる方 向へ向か う自由な道徳観 こそが永遠 の もので

あ り、 自分 たちを照 らす青 い空 のよ うだ(le ciel bleu qui nous eclair)と 述 べ てい る。 つま

り、 ロ ドルフは、規範 にと らわれ ない 自由な道徳観 を 「青」 で表現 して いるのであ る。 さ らに、

青 の描写 は続 く。次 の引用 は、 ロ ドル フとエ ンマが最初 の逢 引 きを し、森 の奥 に歩 き入 る時の

描写 であ る。

ロドルフは手綱をゆるめた。2人 はくつわをならべていっせいに駈け出した。やがて頂上につ くと馬

はぴたりと停まった。エンマの青い大きなヴェールが垂れ落ちた。(中略)10月 のはじめであった。野

面には靄が立ち込めていた。

13ア ラン・ドゥコー著 山方達雄訳 『フランス女性の歴史4』(大 修館書店、1981年)に 保守的で規範性の

強い、男性優位社会における女性たちの姿が記されている。



ヴェールは 日よ けの 目的だけでな く、宗教 的には悪魔 か ら身 を守 るために使 われていた とい

う14。 したが って、 エ ンマの大 きなヴェールは、「青」 とい う色 を付与 された ことで、規範 に と

らわれない自由な道徳観 を示す一方で、不道徳 な行為か ら身を守 る意味 もあった と推察 できる。

また、 エ ンマの周 りには靄 が立 ち込 め、 ロ ドル フの言 う 「青 い空」 のよ うではない、 かすんだ

空気 がエ ンマを取 り囲み、道 な らぬ恋 に身 を投 じることをため らうエ ンマの気持 ちを体現 して

い るかのよ うであ る。規範 に沿 うのか、 自由な感情 に身 を委 ね るのか。 エ ンマの揺 れ動 く感情

は、 ヴェールの青 とくぐもった靄 で表現 されてい る。 しか し、 とうとうエ ンマは不倫 の恋 を選

択 し、秘密 の恋 に落 ちてい く。 その時の 「青」 は次 のよ うに記 されてい る。

(馬に乗って森を走っている時)ロ ドルフは、木の枝を除こうと女に寄 り添 った。エンマは男の膝が

自分の足に触れるのを感 じた。空は青になった。(p.170)

私 に は恋人がある!恋 人が!」 エンマは繰 り返 していた。(中 略)今 まで諦めていた恋の喜び、あの

熱 っぽい幸福をいよいよ我がものにしようとするのだ。自分はある不可思議な世界に入ろうとしてい

る。そこでは、全てが情熱であり、恍惚であり、狂気なのだ。ほのかに広々とした青い世界が彼女を

取 り巻いている。(p.173)

関係 に親密 さが増 す とと もに青い靄 が消 え、やがて空が青 にな った(Le ciel devenu bleu.)。

そ して、 とうとう道 な らぬ恋 に足 を踏 み入 れた後 には、 エ ンマの心 に美 しい青 い世界 が広 が っ

てい る。主人公 の心象世界 と風景描写 の色彩 が一致 し、巧 みにス トー リーを織 りな してい る。

ロ ドル フとの関係 にお ける風景描写 の 「青」 は 自由や幸福 をイメー ジさせ る。 エ ンマに とって

は、不満足 な現実 を忘 れ させ、社会規範 に とらわれない恋 のイメー ジが 「青」 なのであ る。

3、 道具立 ての 「青」 にみ られ るエ ンマの 自由への欲求

次 に、 ロ ドル フの関係 において道具立 ての 「青」 が、 エ ンマに とって どのよ うな意味 を持 つ

のかについて見 てい こう。 エ ンマは苦悩 に満 ちた結婚生活 か ら自由にな ること願 い、 ロ ドル フ

に駆 け落 ちを提案 す る。 しか し、 ロ ドル フはエ ンマに口先 だけの約束 を して、結局、 エ ンマを

捨 てて姿 を くらま して しま う。以下 は、 ロ ドル フが駆 け落 ちの場 には来 ない ことを手紙 に書 い

てエ ンマに届 け、 それを読 んだ時のエ ンマを描写 した ものであ る。

青空は彼女(エ ンマ)の うちに沁み入 り、風はうつろな頭の中を駆け巡 った。(p.215)

先 に も述 べたよ うに、 エ ンマに とって 「青」 は 自由で幸 せな心象風景 を表 してい る。青空 で

14ブ ランシュ ・ペイン著 古賀敬子訳 『ファッションの歴史」、八坂書房、2006年 。



表 された恋 の世界 がエ ンマの身体 のあち こちに刻 まれ、痕跡 を残 してい るものの、頭 の中では

空虚 な風 が駆 け巡 り、 エ ンマの幸 せを拭 き去 ってい く。 そ して、倒 れたエ ンマに追 い打 ちをか

けるよ うに、次 のよ うな描写 が続 く。

その時、広場を青いチルビュリー馬車が通り過ぎる音が聞こえた。エンマはアッと叫んで、仰向けざ

まにバッタリと倒れた。(p.216)

この青 いチル ビュ リー馬車 は、 エ ンマ とロ ドル フが駆 け落 ちす るときに使 う馬車 であ り、 エ

ンマが 自由にな るための ツールであ った。 その馬車 に 「青」 の色 が与 え られた ことは、 エ ンマ

に とっての 「青」 が、規範 か らの逸脱、 あ るいは 自由を意 味 してい ると考 えて良 いだろ う。 エ

ンマの心象構造 は、 「恋 をす ることで、 自 らの精神 が解放 され た時 に こそ幸 せを感 じられ る」

ものであ る。 フロベール は、そ のよ うなエ ンマの心象世界 に、 「青」 とい う色を与えて いる。

繰 り返 しにな るが、青 い空、青 い恋 の世界、青 い馬車 に見 られ るよ うに、規範 か ら解放 された

自由で幸 せなエ ンマの心象風景 が 「青」 で表現 されてい るのであ る。

さて、 ここまで、 ロ ドル フとの関係 において、 「青」 が、 エ ンマの心象世 界 にどの よ うな意

味を付 与 し、 どのよ うな役割を果 た したのかにつ いて分析 して きた。 「青」 は、 エ ンマに とっ

て不満足 な現実 を忘 れ させ、社会規範 に とらわれない恋 のイメー ジ、 自由や幸福感 を意味 して

い る。 しか し、 ロ ドル フに とっての 「青」 は、 エ ンマ と同 じ意 味を持 っていない。 た しかに、

ロ ドル フはエ ンマに初 めて出会 った時、 エ ンマの身体 に 「青」 のイメー ジを持 った。 しか し、

それは 「青 白 さ=脆 弱 さ」 であ り、 ロ ドル フはエ ンマに対 し、 ステ レオ タイプ的な女性像 を求

めたのであ る。

しか し、一方 で、 ロ ドル フはエ ンマに対 し、規範 か ら外 れ るよ うにそそのか し、説得 し、風

景抽写 の 「青」示 すよ うに 自由な道徳観 に 「青」 の色 を与 えて もい る。 しか しなが ら、 自由な

道徳観 に 「青」 を付与 した ロ ドル フの発言 内容 と、 ステ レオ タイプの 「青 白い女」 に惹 かれ る

ロ ドル フの心象世界 には一致 が見 られない。 つま り、 ロ ドル フの 「青」 の心象世界 の不一致 が

示 すよ うに、 エ ンマを誘惑 す る時の ロ ドル フの発言 は、 ま った くの虚構 なのであ る。 ロ ドル フ

が 「よ し、 あれ(エ ンマ)を 俺 の ものに してや ろう/5」 と画策 してエ ンマを誘 惑す る時 の、 ま

さにその きっか けとな った農業共進会 の入場切符 の色 は青 であ った。 したが って、 ロ ドル フに

とっての 「青」 は、 エ ンマを 「中産 階級 の人妻」 とい う型 にはめ、 エ ンマを誘惑 す る時の ツー

ルにす ぎないのであ り、 「青」が 自由や恋 の喜 びという意味付 けを持つ エ ンマの心象世界 とは、

大 きく異 な ってい る。

15Flaubert,Madame Bovary,p.142.



第3章 レオ ンと 「青」 の世界

第3章 では、 エ ンマの二人 目の愛人 であ るレオ ンと 「青」 の世界 を取 り上 げ る。 レオ ンとエ ン

マの関係 において、特筆 すべ きは、 エ ンマが 「男性化」16し、支配 す る主体 とな ってい ることであ

る。 この よ うな二人 の関係性 は、「青」 の表象 の中で どの ように描か れてい るのだ ろう。本章 で

は、 自由の表象 としての 「青」 と、両義 的価値 を持 った 「青」 について見 てい きたい。

1、 レオ ンとエ ンマにみ られ る自由の表象 としての 「青」

次 の引用 は、 レオ ンがエ ンマを誘惑 し、不倫 をそそのかす場面 の描写 であ る。

レオン 「貴方ともっと早 く出会 っていて、互いにしっかり結び付いたらどんなに幸福だっただろう

と考えては絶望を感 じています」

エンマ 「私 も時々そんなことを考えました」

レオン 「夢ですね」

そして、 レオンは、彼女の長い白帯の青い縁取 りをそっといじりながら付け加えた。

「はじめから出直せばいいではありませんか…」(p .246)

レオ ンがエ ンマの白い帯 の中で も、 とくに青 の縁取 りをい じって不倫 をそそのかすのは、第

2章 で述べ たよ うに、 「青」 が エ ンマの幸せ を体現 し、精神 の自由や自己解 放を表 して いる色

だか らであ り、不倫 がエ ンマの心 の満足 を もた らす ことを表 してい る。不倫 の恋 が どれほ どエ

ンマに とって幸 せな ものか。次 の引用 は レオ ンか ら愛 を告 白 された時のエ ンマの描写 であ る。

彼女(エ ンマ)の 顔は、風がサッと雲を吹き払う時のあの空のようであった。暗く垂れこめていた哀

愁の雲が青い目から消え失せたように思われた。顔 じゅう輝いていた。(p.244)

エ ンマに とって、 シャルル との満 た されない結婚生活 を一 時的にで も救 って くれ るのは、恋

を してい る時であ る。 シャルルだけが知覚 したエ ンマの(偽 物 の)青 い 目には、結婚生活 に対

す る不満 や シャルルへの嫌悪感 によ って哀愁 の雲 がかか っていた。 しか し、 レオ ンの愛 の告 白

によ り、憂 いの雲 は吹 き払 われ、 エ ンマの顔 は輝 きを取 り戻 してい る。幸 せな 「青」 のイメー

ジは、次 の描写 に も見 られ る。 これは、 レオ ンと逢 引 きを した教会 の描写 であ る。

灰色の石で造られた教会の上を、鳥の群れが青空にクローバー型のアーチを作り、小さな鐘楼のまわ

りを舞 っていた。(p.248)

16「 男性化」とは、女であるエンマが男のように振る舞うことであり、男を想起 させる身体描写、言動 も

「男性化」 と定義 した。エンマの 「男性化」には、「自己解放」と 「自己否定」 という二面性があり、エン

マの 「男性化」 は、『ボヴァリー夫人」の時代背景である七月王政期のジェンダー的諸問題を内包する可

能性がある。拙稿 「『ボヴァリー夫人』を巡る一考察一 「男性化」するエンマに焦点をあてて」(『人間文

化研究」14号 、2011年 、p.37-p,53)を 参照されたい。



かつて、 プ ラ トニ ックな恋愛 に終 わ った レオ ンと偶然 の再会 をはた し、逢 引 きの場所 であ る

教会 に向か うエ ンマの心 は高揚 してい る。 そのよ うなエ ンマの心 は、青空 で表 され、 その空 に

は鳥 の群 れが幸 せの象徴 であ るクローバー型 のアーチを描 いてい る。青 い空 は レオ ンと愛 し合

うよ うにな った後 の風景描写 に も見 られ る。

彼 ら(エ ンマとレオン)が 木立や青空や芝生を見て、流れる水の音、葉蔭にそよぐ風の音を聞くのは、

これが初めてではなかったが、それらの全てを心から賛美 したことはなかった。(p.265)

先 に も書 いたよ うに、 エ ンマに とって 「青」 が風景描写 や道具立 てに描 かれ る時は、恋 を し

ていて幸せ な状態 であ る。 これ は レオ ンに とって も同様で、 「青」 は規範 か ら自由 にな ったエ

ンマ とレオ ンの 自由な精神 や、恋 をす る幸福感 を体現 す る色 とな ってい る。 ところが、 エ ンマ

とレオ ンの関係 は徐 々に変 わ って くる。恋愛 の初期 の頃は、二人 とも恋 をす る喜 びで満 たされ

るのであ るが、 その後、 エ ンマは 「男性化」 し、 レオ ンを精神 的に も肉体 的に も支配 しよ うと

す る。次 は、 そのよ うな レオ ンの心象世界 が、 どのよ うな 「青」 で表現 され るのかについて見

てい きたい。

2、 レオ ンの 「青」 に対 す る両義 的(ア ンビバ レン ト)な 価値 づけ

レオ ンは、 エ ンマに夢 中だ った。 エ ンマは 「レデ ィー」 であ り、人妻 であ り、本 当の愛人 だ

と思 っていた。 レオ ンはエ ンマのスカー トの レースの下 を賛美 し、 かつて、 これほ どまでに素

晴 らしい女性 には出会 った ことがない と考 えてい る。 その時の レオ ンの様子 は、以下 のよ うに

描写 されてい る。

エンマは封建時代の城主の奥方のように胴がすらりと長かった。 また、 「バルセロナの青 白い女」に

も似ていた。が、わけてもエンマは天使であった。(p.273)

「バ ルセ ロナの青 白い女」 とい う絵画 をテ クス トに引用 す ることで、文字 を視覚化 し、 エ ン

マの青 白いイメー ジを強調 して いる'7。細身 の身体、青 白 い肌、城主 の奥方 の ようなたち振 る

舞 いは、 ま さに ロマ ン主義 的な懐古趣 味であ り、 レオ ンは、 エ ンマの持 つ 「ステ レオ タイプの
　 　

中産 階級の女」 とい う側 面を愛 したのであ る。 また、「エ ンマが天使 であ った」 とい う一文 は

興 味深 い。 当時 は、angel in the house「 家 庭 の天使」 とい う言葉 が もて はや され、 と くに

中産 階級 の女性 たちは、母性 を強調 され、家庭 に属 す ることが求 め られた。女性 たちは、欲求

と実質 的な身体 を持 たない 「天使」 の役割 を担 い、女性 の 自然 的性質 と欲求 は宗教 としつけに

17文 学における絵画の引用の効果についての本稿の記載は、大阪府立大学女性学研究所主催、女性学 コロ

キウム 「文学 とジェンダー フランス文学と絵画」(2012年2月4日)に おける村田京子センター長、同

大学教授の発表に着想を得たものである。



よ って規範化 され、純粋、敬虔、従順 といった特性 を持 った 「真の女性」(true womanhood)

へ と成 長す ることが社会 か ら求 め られ ていた18。 引用 のよ うに、 レオ ンは、 エ ンマの青 白さに

加 え、 「天 使」 と して の側面 に も惹かれて お り、 エ ンマ に対す る レオ ンの欲 求 は、規範か ら逸

脱 し自由な恋 をす ることと同時に、規範 に範 疇に留 ま るとい う両義 的(ア ンビバ レン ト)な 意

味を持 っていた と言 え るだろ う。

ところが、恋愛 が進 むにつれて、「エ ンマが レオ ンの情婦 とい うよ りもむ しろ、 レオ ンがエ

ンマの情婦で あ った19」 とい う引用 が示 す ように、 エ ンマ は、 レオ ンに対 して 「男性化」 し、

ルイ13世 のよ うに顎髪 をはやす こと、黒 い服 を着 ること、 自分 と同 じカーテ ンを使用 す ること

な どをあれ これ指 図す るよ うにな る。 エ ンマは、 もはや欲求 を持 たない 「天使」 ではな くな っ

た。逢 引 きはエ ンマが決定 し、淫蕩、大胆 にな り、男 のよ うに煙草 を吸 うよ うにな った。 その

時のエ ンマの様子 は、次 のよ うに記 されてい る。

エンマは荒々しく着物を脱ぎ、 コルセットの細紐を引き抜いた。(中 略)そ れか らまとっているもの

を一度にかなぐり捨て、青ざめて、言葉もなく、興奮にふるえて、 レオンの胸にとびかかった。(p.

289)

た しかに レオ ンは、恋愛 の初期 の頃は、 エ ンマ と同 じよ うに恋 に幸福感 や喜 びを見 いだ して

いた。 「青」 で描かれ た風景描写 には、社会通念 に縛 られ ない二人 の幸 せで 自由な意志が見 ら

れ る。 しか し、恋愛 が進行 し 「男性化」 した エ ンマを前 にす ると、「レオ ンは自分 の個性 が 日

ごとに強 く吸収 されてい くことに憤 りを感 じ20」、 また、 「以前 は魅力的 に感 じた事柄が、今 は、

空恐 ろ しくなって きた21」 とさえ思 うよ うになって くる。「男性化」 した後の エ ンマの 「青 白さ」

は、 もはや幸 せを表 す色 ではな く、 レオ ンに窮屈 さと恐怖 さえ与 え るものに変化 して しま った

のであ る。

一方 で
、 エ ンマ も、 内在化 した 自己の本来 の 自然 的欲求 であ る女性性(セ ックス)と 、修正

された人工 的な性質、 すなわち社会 的に与 え られた役割(ジ ェンダー)と い うア ンビバ レン ト

な価値 観の間で揺 れ動 き、 葛藤 して いた。 「家庭 の良 き妻」 とい う規範 に留 ま るのか、 自由な

恋 の世界 に身 を委 ね るのか。結果 として、 エ ンマは、 自分 の心 に従 うことを選 び、淪落 の恋 に

落 ちて いったのだが、 当時の社会で は、 「天使」 であ る女が欲求 を持 つ ことは、 タブー とされ

ていた。 しか し、 自然 な性 を選択 したエ ンマは女 に も欲求 があ ることを隠 そ うとしない。 レオ

ンを愛 す るがゆえに、 自らの道徳心 と社会通念 を捨 てたエ ンマが、社会規範 も性規範 を も逸脱

18こ の記載は、大阪府立大学女性学研究センター主催、日韓 シンポジウム(2011年12月18日)に おいて、

イ ・ギョンラン梨花女子大学教授の発表の一部をまとめたものである。

19Ibid.,p.285.

20Ibid.,P.289.

21Ibid.,p.289



した時、 レオ ンの心 が離 れてい くとい うス トー リーは、 あま りに もイ ロニ ックであ る。

ここまで、 レオ ンとの関係 におけ る 「青」 の意 味を探 って きた。 エ ンマ と同様 に、 レオ ンに

とって も 「青」 は 自由な恋心 を表 す ものであ り、幸 せを意 味す る色 であ る。二人 が 「青」 に幸

せの価値 づ けを与 えてい る時、二人 の恋 の世界 はま るでユー トピアのよ うに描 かれてい る。

ところが、 レオ ンの持 つ 「青」 のイメー ジには 「恋 の喜 び」、「精神 の 自由」 のほかに、 ステ

レオ タイプの規範化 された 「理想 の女性像」 とい う側面 もあ った。 つま り、 レオ ンは、 「自由」

と 「規範」 とい う矛盾 した両義性 を、 「青」 の表象 の中 に見 いだ して いたので ある。

エ ンマが規範を逸脱 し、 自由意志 によ って行動 し始 めると、 レオ ンの恋 は徐々に冷 めていき、

「青」 の持 つ意 味 も 「幸福感」 か ら 「窮屈 さ」 や 「憤 り」 に変 わ って くる。 エ ンマの一途 な恋

の 「青」 の世界 は、両義性 を持 つ レオ ンの心象構造 の中に一度 は組 み込 まれた ものの、 同一化

す ることがで きなか った。 フロベールは、二人 の恋 が終焉 を迎 え ることを単 にス トー リーで描

いただ けでな く、二人 の 「青」 のイメー ジのすれ違 いによ って も表現 してい るのではないだろ

うか。

おわ りに

本稿 で は、『ボヴ ァリー夫人』 の登場人物 の心象世 界が、青 い色彩 によ って どの よ うに表現 さ

れてい るか を解明す るため、登場人物 の心象世界 と 「青」 の関係、 「青」 の持つ役割 と意味 につ

いて分析 を行 って きた。

第1章 では、 シャルル と 「青」 の関係 について考察 した。 シャルルの 「青」 の世界 は、実 際の

色 とは異 な った色彩 の重層性 が示 す曖昧 さや不確 か さと、 田舎 や農業 と結 びっいた嫌悪感 に分 け

られ る。 シャルルの 「青」 の心象世界 は、 エ ンマに とっては、 曖昧で居心地 の悪 い世界 であ る。

フロベ ール は、「ボヴ ァリー夫人』 の登場人物 の中で、 ほとん ど唯一 と言 って もよ い 「善良 な る

人物」で あるシャルルが、皮肉 にもエンマの不幸 の根源であ るとい うス トー リーを補完 するため、

シャルルの 「青」 の世界 にマイナスの価値 づけを与 えた と考 え られ る。

次 に、第2章 では、 エ ンマ とロ ドル フの問に見 られ る 「青」 のイメー ジの一致 と相違 を明 らか

に した。 エ ンマに とって、社会規範 に とらわれない 自由な恋愛 や幸福感 は 「青」 で表 され る。 し

か し、 ロ ドル フに とっての 「青」 の役割 は、 エ ンマを中産 階級 の人妻 とい う型 にはめ、 エ ンマを

誘惑 す る時の ッールにす ぎない。両者 の とらえ る 「青」 の意 味が異 な ることは、二人 の恋 が同 じ

方 向を向いていない ことの表 れであ り、二人 の恋 は成就 す るはず もない。二人 の 「青」 のイメー

ジの相違 が生 み出す二人 の心 のすれ違 いは、 ス トー リーだけで物語 を読 んで しま う読者 に対 し、

フロベールが仕組 んだ暗黙 のス トラテ ジーのよ うに も感 じられ る。

最後 に、第3章 では、 レオ ンの持 つ 「青」 のイメー ジの解 明を試 みた。 エ ンマの 「青」 が一貫



して 「自由」 のイメー ジで語 られたのに対 し、 レオ ンは、 「青」 という色彩 に 「自由」 と 「規範」

の相反 す る両義性 を付与 していた。 レオ ンに とって、 エ ンマが社会規範 に反 した 「自由な恋愛 の

対象」 であ り、天使 のよ うな 「理想 の女性」 で もあ ったか らであろ う。 レオ ンの両義 的な価値 づ

けは、恋愛 の進行 とともに二人 の 「青」 のイメー ジにすれ違 いを生 じさせ る。結果 的に二人 の恋

は破 たんす るが、 フロベールは、二人 の恋 の終 わ りを単 にス トー リーで描 いただけでな く、両者

の 「青」 のイメー ジの相違 によ つて も表現 してい る。

本稿 の目的であ る 「青」 の役割 と意味についての分析 をまとめ ると、以下の ようであ る。 まず、

「青」 の役割 につ いて は、色彩描写 の 「青」 は、単 に色を表現す るだけでな く、 風景描写、身体

表象、道具立 てな どテ クス トの細部 に配置 され、登場人物 の心理状態 を表現 す るための ツール と

な り、物語 の展 開に説得 的かつ効果 的な役割 を果 た してい る。具体 的には、 エ ンマの 「青」 の世

界 は、 シャルル との関係 においては 「嫌悪感」、 ロ ドルフや レオ ンとの関係 にお いて は 「幸福感」

と結 びつ き、「ボヴ ァリー夫人』 の ス トー リーの発展 に とって、重要 な役割 を担 って いるのであ

る。

次 に、 「青」 の意味 に関 して は、「青」 は、 それぞれの登場人物 によ って、異 な った意 味を持 つ

ことが分 か つた。 た とえば、 エ ンマに とっては 「自由」 や 「幸福」、 ロ ドルフにとって は 「規範」

と 「策略」、 レオ ンにと っては 「自由」 と 「規範」 い う二律背反的 な(ア ンビバ レン ト)な 意味

づ けで ある。 フロベール は、物 語の展 開を単 なるス トー リーで描 いただけでな く、登 場人物 の

「青」 に対す る意味づ けの相違 によつて も表現 して いるので ある。

『ボ ヴァ リー夫人』 は、 エ ンマ とい う一人 の女性 が、 自由に生 きたい と願 い、奔走 し、失敗 す

る物語 であ る。 エ ンマが 自由な意志 で規範 か ら逸脱 す ると、恋人 の愛情 が失 われ、不幸 にな り、

最終 的には死 に追 いや られ るとい うス トー リーは、保守 的で、規範性 の強 い、男性優位社会 にお

ける女性 の 自由の限界 を示 す ものであ る。 また、本稿 では取 り上 げなか ったが、 エ ンマは青 い瓶

に入 つた毒薬 を飲 んで 自殺 し、 自殺 を否認 す るカ トリック的な宗教規範 も冒 して しま った。社会

規範 、性規 範、宗教規 範か らも逸脱 したエ ンマは、 もはや現実社 会 に居場 所 はない。 エ ンマは

「青」 の瓶 の毒薬 を使 って、全て の規範か ら逃れ 自由になろうと したのだ ろうか。

本稿 で は、「青」の持つ役割 と意 味の考察 に留 めたが、 エンマの持つ 「青」 のイ メー ジと当時

の社会規範 や ジェンダー構造 には、着 目すべ き関係性 があ るのではないか。 テ クス トにち りばめ

られた 「青」以外 の表 象 にも、何 らかの意 味があ るのか もしれない。 したが つて、『ボヴ ァリー

夫人』 に描 かれた表象 とジェンダーの考察 に関 しては、筆者 の今後 の課題 とし、稿 をあ らためたい

い○


